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研究成果の概要（和文）：本研究は特別な教育的支援を必要とする生徒に通じる球技の指導方略を提案するため
に教育的支援が必要となる生徒が通う通信制高等学校において，３年間に渡る参与観察を実施した．その結果，
体育教師には球技の教材を用いて①生徒の身体を介した関係性の構築②人・制度といった階層構造をなした働き
かけを通して生徒のパトスを調整する実践知を有していると解された．また，ゴール型ボールゲームにおける
「ボールを持たないときの動き」の身体図式を現象学的運動分析によって呈示した．これらの現象学に基づく意
識や共感の仕組みを拠り所として導出した知見を援用することで，本研究が企図する球技の指導が実践可能とな
る。

研究成果の概要（英文）：In order to achieve the objectives of this study, I conducted three years of
 participant observation in a correspondence high school where students with educational support 
needs congregate. As a result, it was interpreted that physical education teachers have the 
practical knowledge to　(1) build relationships through students' bodies and (2) adjust students' 
pathos through the hierarchical structure of people and institutions by using ball game materials. 
In addition, I clarified the structure of the body schema of "Off the Ball Movement" in ball games 
of the learners aspiring to become physical education teachers from a phenomenological viewpoint. I 
clarified the structure of the body schema of "Off the Ball Movement" in invasion-type ball games of
 the learners aspiring to become physical education teachers from a phenomenological viewpoint.By 
using these phenomenology-based findings, the ball game instruction that this study intends to 
implement can be put into practice.

研究分野： 体育科教育学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
特別な教育的支援が必要となる生徒が集まる通信制高等学校において球技指導を通じた生徒の関係性構築に実績
を上げる体育教師の実践知を開示することで，本研究が目的とする指導方略の適用を下支えする教師の専門性向
上に貢献する．また，「ボールを持たないときの動き」の身体図式の呈示は，養成段階から学習者自身の動感発
生様態を厳密に分析することを促進させることとなり，ひいては体育教師が具備するべき観察能力の向上に結実
する．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
現在の学校教育では，在籍する児童・生徒一人一人の発達の段階や特性に応じた教育的ニーズ

と，それに応じたきめ細かい指導・支援が求められている．文部科学省（2012）も，通常学級に
在籍する「知的発達に遅れはないが，学習面及び行動面で著しい困難を示す児童・生徒」の割合
が 6.5％と報告している．また 2016 年に改定された中学校学習指導要領解説保健体育科編から，
「指導計画の作成」において人間関係の形成など ASD/ADHD 等の発達障害を含む障害による生徒
個々の学習の困難さ（以下，特別な教育的支援が必要な生徒）に応じた指導内容や指導方法を工
夫することが記されている．これらは全教科で特別な教育的支援が課題を必要とする生徒への
指導の充実が緊急性の高い課題であることを示唆している． 
 現在の学校体育のカリキュラムの多くの割合を球技領域が占めており，その学習指導には「ゲ
ーム理解」や「戦術的な気づき」を促す Teaching Games for Understanding（以下，TGfU と称
す）理論に端を発する「戦術学習」モデルが影響を与えている．そこでは特に，サッカー・バス
ケットボールなど相手方に侵入を企てるゴール型ゲームでは，得点に結びつけるために仲間と
の連携によってゴール前の「空間（スペース）」の作り方を中心的なテーマに掲げていた（Bunker 
and Thorpe，1982）．それは中学校学習指導要領解説保健体育編においても「空間に走りこむ」
ことや「空間を作りだす」ことが反映されている．そのため，体育科教育学の領域では，TGfU モ
デルを基に3vs2 などの数的優位やルール変更を取り入れた「修正されたゲーム（modified game）」
や Lカットなどと命名された「特定の動き方」を用いて「戦術的気づき」が生まれやすい環境を
意図的に設定し，その課題に取り組むことでスペース認識や状況判断力の育成や効果の検証に
傾注してきた．こうした球技の研究は，ゲームにおいて課題となる典型的な状況の蓄積に加え、
その際に必要となる技能の位置づけに貢献してきた．  
 しかしながら，一連の球技に関する研究成果の一方で，3vs2 のように練習で示された状況が
ゲーム全体の中で「いつ，どこで，どのように」出現するかは不確定であることに加え，練習内
容のゲームへの再文脈化は生徒自身で行うことが前提となるため，ゲームの俯瞰的認識が未習
熟な児童・生徒は困惑するばかりであった．ましてや自閉症スペクトラム障害（以下，ASD と称
す）の特徴である「他者の意図に共感することや文脈を読むことが困難」である特別な教育的支
援が課題を必要とする生徒にとっては，ゲーム状況や仲間の意図を読み取り連携することで，戦
術的有利となるゴール前の「スペース」を作り出すことは困難を極める．そうした ASD の特徴
が確認される生徒に対しては，個別の感覚指導の方略は提出されているが，集団による運動指導
に関する研究は報告されていないのが現状であった． 
 
２．研究の目的 
 本研究は，人々の身体に通底する意識・共感の仕組みを解決の拠所としてスペースの構造を再
考し，特別な教育的支援を必要とする生徒にも通じる球技の指導方略を提示することを目的と
する．この目的を達成するために，三つの研究課題を設定した．第一に，ゲームにおいて創出さ
れるスペースの構造を意識・共感について取り扱う現象学的視座から考察する．第二に ASD 等
の特別な教育的支援を必要とする生徒が通う学校の体育授業にてスペース創出を企図した指導
実践，生徒の学習過程において生成された意味内容を現象学的視座から解釈する．第三に，スペ
ース構造を踏まえた上で，問い多様な課題を有する生徒にも通底するゴール型ボールゲームの
指導方略を提示する． 
 
３．研究の方法 
 本研究の目的を達成するために，設定された課題のうち，第一の課題については，ゴール型ボ
ールゲームのスペース構造を現象学・人間学において用いられる方法を用いて考察する．また，
第二の課題は，他者の意図に共感することや文脈を読むことが困難な生徒たちが多く在籍して
いる通信制学校の体育授業においてスペース構成を企図した実践を図る．そして生徒の学習過
程を臨床教育学等で用いられる参与観察法を用いて学習過程を観察・記録し，スペースの創出に
向けて生成された意味内容を授業者と共に現象学的視座から解釈する．第三の課題については，
スペース構成に焦点化した指導の中核となる「見方・考え方」を発生運動学に立脚した上で検討
する． 
 
４．研究成果 
 第一課題に応えるために，「ボールを持たないときの動き」の身体図式の呈示に着手した．本
研究では，ボールゲームにおけるスペースがボール保持者とボールを持たないプレイヤーによ
る関係構造と捉え，プレイヤーの運動感覚意識がどのようにかたちづくられているか現象学的
運動分析を実施した．なお，当該研究は，スペースを創出する上で重要とされる「ボールを持た
ないときの動き」の動感図式を，指導者養成機関所属の学習者による自己観察を通じて呈示する
こととした．これを達成するために，指導者養成機関における実技実習（サッカー）を履修する
学習者の中から選出された A に自らの動感志向性の働きを観察する分析用紙の記入と共に借問
を実施し，機能単位の抽出及び構造分析，発生分析を実施した．構造分析を通じて，Aの「ボー



ルを持たないときの動き」が，3つの機能単位を含む類化形態がまとめられた．そして，Aの動
感図式には類化形態に 6つの類型化形態が確認された．さらに，切迫性の高低の中でも異なる動
感志向性によって区別された．このボールを持たない動きの動感がかたちづくられるには，パス
の出し手と受け手の構成された情況の合致が不可欠であった．また，発生分析を通じて，位置取
りに対する意識やピッチ上の〈ここ〉を感じ取る意識，意識が向けられてはいないが感じ取られ
ている〈ボールを持たない味方〉を捉えているといった直感の働きが顕となった．これらの情況
投射化身体知の予感の背後で働く直感を捉えることで，Aの「ボールを持たないときの動き」が
階層構造を持ち合わせた動感図式であることが明らかとなった． 
続いて，第二・三課題に応えるために，長期に渡る参与観察によって開示された体育教師が有

する実践知の開示に着手した．特別な教育支援が必要な生徒が通う通信制高校の体育授業を対
象に３年間に渡り参与観察を実施した．体育教師は，卒業後の自立を見据えたうえで，授業にお
いて多様な場面で生徒間の相互作用を創出し，生徒の主体的選択の促進を図っていた．こうした
生徒を相互の「関係のなかの自己」として捉えた体育教師の教育的営為は多様な方略が取られて
いたが，それは主として言語を通した相互作用ではなかった．そのため，本研究では，参与観察
において記述された事柄を運動感覚的意識の発生分析を可能にする現象学を基底に据えながら，
人間学的なパトス的運動世界も同時に分析の視野に入れた現象学的人間学の立場から検討する
こととした．それは体育授業における教師の教育的営為の意味や価値，そしてそこに内在するパ
トス的決断を読み取るとも言い換えられる． 
当該視座に立脚した上で観察されたゴール型の授業において，教師は積極的な介入を行うこ

とにも増して，毎時間活動に取り組むグループのメンバーを調整していた．すなわち，教師は特
定の動き方を指導し，ゲームで再現することを求めるのではなく，パスの出し手と受け手の関係
性を生徒自身で構成していく情況を創出していた．こうしたゲームを通じて関係性が構成され
る過程，いわばスペース創出の萌芽とも言える情況を長期の観察を通じて捉えることができた。
本研究では，球技の教材を通じた身体的・物質的な経験が生徒の自己及び他者経験に結びついた
と解された．別言すれば，〈私〉という固有領域をもちながらも〈他者〉との共通領域が身体的
な次元でおこる間身体性を構造化していったと言えよう．こうした人間が本来保有する身体的
な次元において関係性が構成されていったため，言語による相互作用が少なくとも生徒の主体
的選択が促進されていた．これらを授業で実現できるよう体育教師は生徒の行動の基底となる
パトスを調整するために，グループの構成やルール等の制度の設定等の層構造を成した働きか
けを行なっていた．こうした体育教師による教育的営為は，教材の特性把握と共に，生徒が置か
れている情況，関心，過去等々を踏まえた上で感知する共感能力と授業全体の見通しと段取り，
省察して修正を図る即興性によって支えられていると解された．なお，これらを実践するために
は，生徒らの情況やパトスを読み取ることが求められるため，学習過程や学習形態のマネジメン
ト以上に教師の専門的力量やそれに裏付けられた教師の指導性，指導方略の重要性が一層明確
となった． 
 以上，本研究を通じて，スペース創出に不可欠である「情況の構成」の過程と共に，その学び
を下支えする「ボールを持たないときの動き」の身体図式，仲間との情況の構成を促進させる教
師の実践知を知見として提示するに至った．こうした現象学に立脚し，人々の身体に通底する意
識・共感の仕組みを援用することで，冒頭に示した行動科学的枠組みから示された学習方略とは
別用の「通常学級に在籍する特別な教育支援が必要な生徒に通じる球技指導」が可能となる．体
育科教育学領域においては当該立場に立脚した研究は蓄積が少なく，諸外国においても身体に
着目した球技指導研究は個人へのアプローチが主流であった．集団を対象にした本研究の成果
を基盤にすることで誰もが参加できるインクルーシヴな球技の学びが提案可能となる．今後は
様々な学校種の体育授業と連携し，本研究の枠組みを援用した実践と知見を蓄積していくと共
に，教師教育への拡大していくことに着手する． 
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